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【生徒信条】『今日よりは 幼心を打ち捨てて 人となりにし 道を踏めかし』 

「新型コロナ」と「インフルエンザ」が拡大中！ ～ 感染症の拡大防止に向けて ～ 

１２月に入り、新型コロナウイルス感染症の広がりは、第８波の様相です。また、今年はインフルエンザも徐々

に広がってきているようです。どちらの感染症に対しても「基本的な感染防止対策の徹底」が重要です。特に、

➀登校前の検温と体調確認、②発熱・のどの痛みなどの風邪症状がある時は登校しない、③こまめな手洗い・う

がいと手指の消毒、④適切なマスクの着用や「３密」の回避、⑤十分な睡眠・休養をお願いします。 

これまで同様、学校・家庭・地域で、意識を高めて感染防止対策に取り組んでいきましょう。 

 

身近に迫る薬物の危険に備える ～「薬物乱用防止教室」が開催されました ～ 

１１月２４日（木）、２・３年生を対象に、「薬物乱用防止教室」が開催さ

れました。当日は、長崎県警スクールサポーターの近藤俊雄先生を講師にお

迎えして、薬物の種類や危険性を学ぶとともに、薬物乱用のきっかけにもな

る未成年者の喫煙や飲酒の悪影響についても学習しました。また、お酒やタ

バコを勧められたとき、どう対応するか（どう断るか）のロールプレイング

（役割演技）も体験し、より実践的な学習となりました。 

近年、ネット利用の拡大により薬物が簡単に手に入るようになり、乱用者の増加と低年齢化の傾向が見られま

す。薬物乱用の防止には、正しい知識と強い意志が重要です。生徒の皆さん『 ダメなものは、ダメ！ 』です。 

 

「 命（時間）」の大切さを実感しました  ～ 生月３校合同学校保健委員会「講演会」～ 

１１月２４日（木）、初めての３校（生月小・山田小・生月中）合同の学校保健

委員会の取組として講演会を開催しました。当日は、講師の杉野伸治先生から、

『命（時間）』と題して、基本的生活習慣や命（時間）の大切さについて、科学的

根拠に基づいたお話をいただくとともに、命についての疑似体験をさせていただ

きました。大変わかり易いお話と、涙が出るような疑似体験で、児童生徒や保護

者の心に「生活習慣や命を大切にしよう」、「親子の会話や時間を大切にしたい」

という気持ちが芽生えたのではないかと感じました。 

（※講演会の詳しい内容については、先週配布した『学校保健委員会だより(NＯ.2)』を、是非、ご覧ください。） 

 

生月中生徒会のリーダーを選ぶ ～ 令和４年度 生徒会役員選挙が行われました ～ 

１２月５日（月）、新しい生徒会本部役員を選ぶ選挙が行われました。今年は、会長に２名、１年・２年の副会

長と書記にそれぞれ１名の立候補があり、会長は選挙、その他は信任投票が行われました。候補者の皆さんは、

選挙運動期間中、校舎前であいさつ運動をするとともに、各教室を回ったり、給食時間に放送で支持を呼び掛け

たりしました。選挙当日は、投票に先立って立会演説会が行われ、どの候補者も、自分が目指す生徒会活動につ

いて、自分の言葉で堂々と聴衆に訴えました。また、応援責任者の皆さんの応援演説も候補者の人柄をわかり易

く伝えていました。どの演説も、とても素晴らしかったです。候補者や応援責任者の皆さん、お疲れ様でした。 

また、選挙管理委員長の岳下亜柊くんをはじめ選挙管理委員の皆さん、役員選挙の企画・運営、お疲れ様でし

た。今回の取組にも多くの生徒が関わってくれたことを大変うれしく思います。生徒の皆さんありがとう。 

【生徒会本部役員 当選者】※新しい本部役員の皆さん、より良い生徒会活動をめざして頑張ってください。 

○会長：白石 真央（２年）、○副会長：田渕 龍馬（２年）・岡山 斗海（１年）、○書記：松山 沙弥（１年） 

  


